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目的 基底細胞癌における神経周囲浸潤の頻度と予後について検討する 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究 
セッティング オーストラリアの大学病院 
対象者 1993～2002 年の基底細胞癌患者 11127 例 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 22 ） 

介入（要因曝露） Mohs surgery（凍結組織法） 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 神経周囲浸潤の有無 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2 5 年再発率 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

283 例（2.74％）に神経周囲浸潤がみられた。Mohs surgery 後 5 年

経過観察できた 78 例のうち、6 例（7.7%）に再発を認めた。神経周

囲浸潤の発現に有意に影響する因子は、組織型、腫瘍径、切除後の

欠損径、Mohs ステージ数であった。 

結論 

神経周囲浸潤はまれな現象ではあるが、再発リスクが高い。 
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